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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）及び（Ｅ）：
（Ａ）２５℃で液状のエーテル油　　０．１～２５質量％、
（Ｂ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマー　　０．００３
～１質量％、
（Ｃ）３０℃における粘度が１５ｍＰａ・ｓ以下の炭化水素油　　１～３０質量％、
（Ｄ）水　　６０～９５質量％、
（Ｅ）ＨＬＢが９より大きい非イオン界面活性剤　　０．４９質量％以下
を含有し、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、０．０００１～０．１
であり、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））が、０．０５～０
．９である皮膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）及び（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）が、０．４５以下である請求項１記載
の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）が、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテルである請
求項１又は２記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項４】
　成分（Ａ）が、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテルである請求
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項１～３のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）が、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体である請求項１～４のいず
れか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項６】
　成分（Ｂ）が、アクリル酸と炭素数１０～３０のメタクリル酸アルキルとの共重合体で
ある請求項１～５のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項７】
　成分（Ａ）及び（Ｅ）の質量割合（Ａ）／（Ｅ）が、０．１～２０００００である請求
項１～６のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項８】
　さらに、（Ｆ）水溶性溶剤を含有する請求項１～７のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組
成物。
【請求項９】
　シートに含浸させたものである請求項１～８のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物をシートに含浸させた皮膚洗浄シ
ート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　メイク汚れを落とすクレンジング剤は、メイク品の多様化や消費者の指向性により様々
なものが開発されている。近年では、落ちにくいウィータープルーフマスカラが増えてお
り、落ちにくいウィータープルーフマスカラもしっかりと落とすクレンジング剤が検討さ
れ、種々の油剤や非イオン性界面活性剤などを組み合わせたものが検討されている（例え
ば、特許文献１～３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１９１４３８号公報
【特許文献２】特開２００４－３３９２１２号公報
【特許文献３】特開２００９－２４２３４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、ジアルキルエーテルとノニオン界面活性剤を含有するクレンジング化
粧料が記載されているが、ノニオン界面活性剤の含有量が多いため、製品中から油が放出
されるまでに時間がかかり、マスカラ汚れとのなじみが遅く、また、洗浄後の肌も油性感
が残るものであった。特許文献２には、特定のポリオールと油剤を含有するクレンジング
組成物が記載されているが、使用後の肌の油性感の点で、満足できるものではなかった。
また、特許文献３には、揮発性油、不揮発性油、親水性非イオン性界面活性剤と増粘剤を
含有したクレンジング化粧料が記載されているが、使用後の肌の感じが満足できるもので
はなかった。
【０００５】
　このように、従来のクレンジング剤では、洗浄力が不十分であり、さらに、使用後の肌
に油性感が残るなど、感触の点で課題があった。
　本発明は、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクも十分に落とすことが
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でき、使用後の肌の感触が良好な皮膚洗浄剤組成物に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、液状のエーテル油と、特定の水溶性ポリマー、炭化水素油を特定の割合
で組み合わせて用いれば、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクも十分に
落とすことができ、使用後の肌が吸いつくような感じとなり、その感じが持続する皮膚洗
浄剤組成物が得られることを見出した。肌が吸いつく感じとは、使用後の肌を手で触った
時に手に吸い付くような感じがあり、上滑りしない感じのことである。
【０００７】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）２５℃で液状のエーテル油　　０．１～２５質量％、
（Ｂ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマー　　０．００３
～１質量％、
（Ｃ）３０℃における粘度が１５ｍＰａ・ｓ以下の炭化水素油　　１～３０質量％、
（Ｄ）水　　６０～９５質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））が、０．０５～
０．９である皮膚洗浄剤組成物を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクに
対しても高い洗浄力が得られ、油性感が感じられずさっぱりとした感触で、使用後の肌が
吸いつくような感じとなり、しっとり感が得られ、その感触が持続する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明で用いる成分（Ａ）のエーテル油は、２５℃で液状のものである。液状とは、２
５℃で流動性を有する状態であり、２５℃での粘度が１００００ｍＰａ・ｓ以下、好まし
くは５０ｍＰａ・ｓ以下、より好ましくは１５ｍＰａ・ｓ以下を示す。
　成分（Ａ）の液状のエーテル油としては、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジ
アルキルエーテルが好ましく、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテ
ルがより好ましい。ジアルキルエーテルにおいて、２個のアルキル基は、同一でも異なっ
ていても良い。
　より具体的には、例えば、ジオクチルエーテル、セチル－１，３－ジメチルブチルエー
テル、ジヘキシルエーテル、ジラウリルエーテル等が挙げられる。これらのうち、高い洗
浄力と、油性感が感じられない点から、セチル－１，３－ジメチルブチルエーテル、ジオ
クチルエーテルが好ましく、ジオクチルエーテルがより好ましい。
【００１０】
　成分（Ａ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄力、さっぱり
感、しっとり感の点から、含有量は、全組成中に、０．１質量％以上であり、０．５質量
％以上が好ましく、１質量％以上がより好ましく、２５質量％以下であり、１０質量％以
下が好ましく、６質量％以下がより好ましい。また、成分（Ａ）の含有量は、全組成中に
０．１～２５質量％であり、０．５～１０質量％が好ましく、１～６質量％がより好まし
い。
【００１１】
　成分（Ｂ）の水溶性ポリマーは、アクリル酸又はメタクリル酸を構成成分として含むも
のであり、アクリル酸又はメタクリル酸由来の構成単位を含む水溶性ポリマーである。
　アクリル酸又はメタクリル酸の構成単位を含む水溶性ポリマーは、アクリル酸又はメタ
クリル酸をモノマーとして合成したものであり、例えば、カルボキシビニルポリマー、ア
クリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体が挙げられる。これらのうち、保存後の安定性
の点から、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体が好ましく、アクリル酸と炭素数
１０～３０のメタクリル酸アルキルとの共重合体（（アクリル酸／アクリル酸アルキル（
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Ｃ１０－３０））コポリマー）がより好ましい。市販品としては、例えば、ＰＥＭＵＬＥ
Ｎ ＴＲ－１、ＰＥＭＵＬＥＮ ＴＲ－２、カーボポールＥＴＤ２０２０（Ｌｕｂｒｉｚｏ
ｌ Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）等が挙げられる。
【００１２】
　成分（Ｂ）のアクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマーは、ア
ルカリ剤を用いてアクリル酸又はメタクリル酸の単位の全部または一部を中和して使用す
ることが好ましい。中和するアルカリ剤としては、通常化粧料に配合可能なアルカリ剤で
あれば限定されず、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム等を使用することができ
る。アルカリ剤は１種又は２種以上を組み合わせて使用することができ、本発明の皮膚洗
浄剤組成物中に０．００１２質量％以上０．４質量％以下含有するのが好ましく、本発明
の皮膚洗浄剤組成物のｐＨを５～９にするのが好ましく、ｐＨ５．５～８に調整するのが
より好ましい。
【００１３】
　成分（Ｂ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄力、さっぱり
感、しっとり感、安定性の点から、含有量は、全組成中に、０．００３質量％以上であり
、０．０１質量％以上が好ましく、０．０５質量％以上がより好ましく、１質量％以下で
あり、０．５質量％以下が好ましく、０．１質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｂ
）の含有量は、全組成中に０．００３～１質量％であり、０．０１～０．５質量％が好ま
しく、０．０５～０．１質量％がより好ましい。
【００１４】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）は、洗浄力、さっ
ぱり感、使用後の肌が吸いつくような感じ、しっとり感、安定性の点から、０．０００１
以上が好ましく、０．００１以上がより好ましく、０．０１以上がさらに好ましく、０．
１以下が好ましく、０．０８５以下がより好ましく、０．０７以下がさらに好ましい。ま
た、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）は、０．０００１～０．１が好ま
しく、０．００１～０．０８５がより好ましく、０．０１～０．０７がさらに好ましい。
【００１５】
　本発明で用いる成分（Ｃ）の炭化水素油は、さっぱり感の点から、３０℃における粘度
が１５ｍＰａ・ｓ以下、好ましくは１～１０ｍＰａ・ｓのものである。
　ここで粘度は、ＢＭ型粘度計（トキメック社製、測定条件：ローターＮｏ．１、６０ｒ
ｐｍ、１分間）により測定される。
　成分（Ｃ）の炭化水素油としては、例えば、イソドデカン、イソヘキサデカン、水添ポ
リイソブテン等が挙げられ、洗浄力と油性感のない感触に優れる点から、イソドデカンが
好ましい。
【００１６】
　成分（Ｃ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄力、さっぱり
感の点から、含有量は、全組成中に、１質量％以上であり、５質量％以上が好ましく、８
質量％以上がより好ましく、３０質量％以下であり、２５質量％以下が好ましく、１５質
量％以下がより好ましい。また、成分（Ｃ）の含有量は、全組成中に１～３０質量％であ
り、５～２５質量％が好ましく、８～１５質量％がより好ましい。
【００１７】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））は、
洗浄力が高く、使用後の肌が吸いつくような感じ、使用後の肌のぬるつきを抑える点から
、０．０５以上であり、０．０８以上が好ましく、０．１以上がより好ましく、０．９以
下であり、０．８以下が好ましく、０．４以下がより好ましい。また、成分（Ａ）と成分
（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））は、０．０５～０．９であり、０．０８～
０．８が好ましく、０．１～０．４がより好ましい。
【００１８】
　成分（Ｄ）の水は、各成分の残部をなし、さっぱり感の点から、含有量は、全組成中に
６０質量％以上であり、６５質量％以上が好ましく、７０質量％以上がより好ましく、９
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５質量％以下であり、９０質量％以下が好ましく、８５質量％以下がより好ましい。また
、成分（Ｄ）の含有量は、全組成中に６０～９５質量％であり、６５～９０質量％が好ま
しく、７０～８５質量％がより好ましい。
【００１９】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）は、使用後の肌が
油っぽくなく、さっぱりする点から、０．００１以上が好ましく、０．０１以上がより好
ましく、０．０２以上がさらに好ましく、０．４５以下が好ましく、０．２５以下がより
好ましく、０．１５以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（
Ａ）／（Ｄ）は、０．００１～０．４５が好ましく、０．０１～０．２５がより好ましく
、０．０２～０．１５がさらに好ましい。
【００２０】
　本発明において、成分（Ｂ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ｂ）／（Ｄ）は、成分（Ｂ）を
水中で広がりやすくし、Ｏ／Ｗ乳化物としたときの安定性を保ち、ふき取り後の肌が吸い
付くような感じがより強くなる点から、０．００００３５以上が好ましく、０．０００１
以上がより好ましく、０．０００５以上がさらに好ましく、０．０１５以下が好ましく、
０．０１以下がより好ましく、０．００５以下がさらに好ましい。また、成分（Ｂ）と成
分（Ｄ）の質量割合（Ｂ）／（Ｄ）は、０．００００３５～０．０１５が好ましく、０．
０００１～０．０１がより好ましく、０．０００５～０．００５がさらに好ましい。
【００２１】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、（Ｅ）ＨＬＢが９より大きい非イオン界面活性
剤を含有することができ、使用時に乳化物中の油の放出を早め、洗浄性能を素早く発揮さ
せることができ、また、より優れた安定性を得ることができる。
　非イオン性界面活性剤は、ＨＬＢ９～２０のものが好ましく、ＨＬＢ１０～１７がより
好ましい。
　ＨＬＢは、親水性－親油性のバランス（Ｈｙｄｒｏｐｉｌｅ-Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ Ｂａ
ｌａｎｃｅ）を示す指標であり、本発明においては小田・寺村らによる次式を用いて算出
した値を用いている。
【００２２】

【数１】

【００２３】
　非イオン性界面活性剤としては、例えば、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレ
ングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、プロピレ
ングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール、ソ
ルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬
化ヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油脂肪酸エステル、ポリオキシプロピレンポ
リグリセリルエーテル、ポリアルキルグリセリルエーテル、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル
、アルキルポリグルコシド、（ポリ）アルキルグリセリルエーテル等が挙げられる。
【００２４】
　非イオン性界面活性剤としては、洗浄力の点から、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポ
リエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、アルキルポリグルコシド、（ポリ）アル
キルグリセリルエーテルが好ましい。
【００２５】
　非イオン性界面活性剤は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄力
、べたつきの少なさ、安定性の点から、含有量は、全組成中に、０．０００１質量％以上
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が好ましく、０．００５質量％以上がより好ましく、０．０１質量％以上がさらに好まし
く、３質量％以下が好ましく、０．４９質量％以下がより好ましく、０．０４９質量％以
下がさらに好ましい。また、非イオン性界面活性剤の含有量は、全組成中に０．０００１
～３質量％が好ましく、０．００５～０．４９質量％がより好ましく、０．０１～０．０
４９質量％がさらに好ましい。
　本発明において、成分（Ｅ）と全油剤との質量割合（（Ｅ）／全油剤）は、安定性の観
点から０．０１以下が好ましく、０．００８以下がより好ましく、０．００５以下がさら
に好ましい。
【００２６】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｅ）の質量割合（Ａ）／（Ｅ）は、洗浄力、安定
性、使用後の肌のぬるつき感を低減させる点から、０．１以上が好ましく、１以上がより
好ましく、４０以上がさらに好ましく、２０００００以下が好ましく、６００以下がより
好ましく、２００以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）と成分（Ｅ）の質量割合（Ａ
）／（Ｅ）は、０．１～２０００００が好ましく、１～６００がより好ましく、４０～２
００がさらに好ましい。
【００２７】
　本発明の洗浄剤組成物は、さらに、（Ｆ）水溶性溶剤を含有することができ、しっとり
感を得ることができる。
　成分（Ｆ）の具体例としては、多価アルコール、ポリグリセリン、ポリエチレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、グリセリンにアルキレン基が付加したグリセリルエー
テル、糖などが挙げられる。
【００２８】
　より具体的には、多価アルコールとしては、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、イソプレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、トリ
メチロールプロパン、グリセリン等が挙げられる。これらのうち、プロピレングリコール
、イソプレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセ
リンが好ましく、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール、イソプレングリ
コール、グリセリンが、すすぎ後や拭き取り後の肌の保湿感の点からより好ましい。
【００２９】
　また、ポリグリセリン、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールとしては
、分子量２０００以下のポリグリセリン、分子量１００００以下のポリエチレングリコー
ル、分子量１０００以下のポリプロピレングリコール等が挙げられる。これらのうち、ジ
グリセリン、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチ
レングリコール１０００、ポリエチレングリコール１５４０、ジプロプレングリコール、
ポリプロピレングリコール（３）、ポリプロピレングリコール（７）が、すすぎ後や拭き
取り後の肌の保湿感の点から好ましい。
【００３０】
　グリセリンにアルキレン基が付加したグリセリルエーテルとしては、例えば、ポリオキ
シプロピレンジグリセリルエーテル、ポリオキシプロピレングリセリルエーテル、ポリオ
キシブチレンポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリセリルエーテル等が挙げられ
る。これらのうち、ポリオキシプロピレン（９）ジグリセリルエーテル、ポリオキシプロ
ピレン（１４）ジグリセリルエーテル、ポリオキシブチレンポリオキシエチレンポリオキ
シプロピレングリセリルエーテル（３Ｂ．Ｏ．）（８Ｅ．Ｏ．）（５Ｐ．Ｏ．）が、べた
つきが少ない点から好ましい。
【００３１】
　糖類としては、例えば、ソルビトール、エリスリトール、ペンタエリスリトール、メチ
ルグルコシド、エチルグルコシド、ポリオキシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシプ
ロピレンメチルグルコシド等が挙げられ、アルキル鎖の炭素数２以下のアルキルグルコシ
ドが好ましい。これらのうち、メチルグルコシド、エチルグルコシド、ポリオキシエチレ
ンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシドが好ましく、ポリオキシエ
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チレンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシドが、すすぎ後や拭き取
り後の肌の保湿感の点からより好ましい。
【００３２】
　成分（Ｆ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、しっとり感が得ら
れ、べたつきが少ない点から、含有量は、全組成中に、１質量％以上が好ましく、３質量
％以上がより好ましく、５質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好ましく、２
５質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｆ）の含
有量は、全組成中に１～３５質量％が好ましく、３～２５質量％がより好ましく、５～１
５質量％がさらに好ましい。
【００３３】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｆ）の質量割合（Ａ）／（Ｆ）は、しっとり感が
得られ、べたつきが少ない点から、０．００３以上が好ましく、０．０１以上がより好ま
しく、０．１以上がさらに好ましく、２５以下が好ましく、１０以下がより好ましく、１
以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）と成分（Ｆ）の質量割合（Ａ）／（Ｆ）は、０
．００３～２５が好ましく、０．０１～１０がより好ましく、０．１～１がさらに好まし
い。
【００３４】
　本発明において、成分（Ｂ）と成分（Ｆ）の質量割合（Ｂ）／（Ｆ）は、しっとり感が
得られ、べたつきが少ない点から、０．０００１以上が好ましく、０．００１以上がより
好ましく、０．００５以上がさらに好ましく、１以下が好ましく、０．１以下がより好ま
しく、０．０２以下がさらに好ましい。また、成分（Ｂ）と成分（Ｆ）の質量割合（Ｂ）
／（Ｆ）は、０．０００１～１が好ましく、０．００１～０．１がより好ましく、０．０
０５～０．０２がさらに好ましい。
【００３５】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、（Ｇ）セルロースを構成単位として含む非イオ
ン性水溶性ポリマーを含有することができ、油性感をより低減することができる。
　かかる非イオン性水溶性ポリマーとしては、メチルセルロース、エチルセルロース等の
アルキルセルロース；ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒ
ドロキシプロピルメチルセルロース等のヒドロキシアルキルセルロースなどが挙げられる
。
　これらのうち、洗浄力が高く、油性感がない点から、ヒドロキシアルキルセルロースが
好ましく、ヒドロキシエチルセルロースがより好ましい。
【００３６】
　また、成分（Ｇ）の非イオン性水溶性ポリマーとしては、洗浄力、油性感がない点から
、分子量５００００～３００００００のものが好ましく、１０００００～１３０００００
がより好ましい。
【００３７】
　成分（Ｇ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄力、油性感の
なさ、しっとり感の点から、含有量は、全組成中に、０．０１質量％以上であり、０．０
５質量％以上が好ましく、０．０７５質量％以上がより好ましく、５質量％以下であり、
２質量％以下が好ましく、０．５質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｇ）の含有量
は、全組成中に０．０１～５質量％であり、０．０５～２質量％が好ましく、０．０７５
～０．５質量％がより好ましい。
【００３８】
　また、本発明の皮膚洗浄剤組成物は、洗浄力、べたつきの少なさの点から、アニオン界
面活性剤に含有量が、全組成中に５質量％未満であるのが好ましく、３質量％以下がより
好ましく、１質量％以下がさらに好ましく、０．１質量％以下がよりさらに好ましく、含
有しないことがさらに好ましい。
【００３９】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、前記成分以外に、通常の洗浄剤組成物に用いられる成分
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を、本発明の効果を阻害しない範囲で含有することができる。例えば、前記成分（Ａ）及
び（Ｃ）以外の油剤、前記成分（Ｂ）及び（Ｇ）以外のポリマー、カチオン界面活性剤、
両性界面活性剤、殺菌剤、抗炎症剤、防腐剤、キレート剤、塩類、パール化剤、香料、冷
感剤、色素、紫外線吸収剤、酸化防止剤、植物エキス等を含有することができる。
【００４０】
　前記成分（Ａ）及び（Ｃ）以外の油剤としては、３０℃における粘度が３０mPa・sを超
える流動パラフィン等の炭化水素油などが挙げられる。前記成分（Ａ）及び（Ｃ）以外の
油剤は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、含有量は、全組成中に０．
０１質量％以上が好ましく、２０質量％以下が好ましく、１０質量％以下がより好ましく
、５質量％以下がさらに好ましく、１質量％以下がより更に好ましい。
　前記成分（Ｂ）及び（Ｇ）以外のポリマーとしては、ヒアルロン酸ナトリウムなどが挙
げられる。
　カチオン界面活性剤、両性界面活性剤は、本発明の効果を阻害しない範囲で不可逆的に
混入する場合を除き、含有しないことが好ましい。
【００４１】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、配合成分を混合し、通常の方法により、製造することが
できる。常温で固体の原料を含む場合は、加熱溶融又は他の成分に溶解した後に、全成分
を均一に混合することにより、製造することができる。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、洗浄力、さっぱり感、安定性の点から、２５℃における
粘度が、２００～１００００ｍＰａ・ｓであるのが好ましく、５００～４０００ｍＰａ・
ｓがより好ましい。
　また、本発明の皮膚洗浄剤組成物は、Ｏ／Ｗ乳化物とした場合の乳化粒子の平均粒径は
、洗浄力、安定性、しっとり感の点から、１～３０μｍが好ましく、２～２０μｍがより
好ましく、３～１５μｍがよりさらに好ましい。
【００４２】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、例えば、洗顔料、クレンジング剤等として好適であり、
クレンジング剤がより好ましい。また、顔に塗布されたメイク化粧料をクレンジングする
のに用いるのが好ましい。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、例えば、組成物をそのまま、又は分離したものを振り混
ぜて均一化した後、コットン等に浸して拭き取る方法、手に取ってなじませた後、コット
ン等で拭き取る方法、手に取ってなじませた後、洗い流す方法、コットン等に浸してなじ
ませた後洗い流す方法、上記の方法で拭き取った後、洗い流す方法などにより、使用する
ことができる。さらに、シートに含浸させた形態として、使用することもでき、シートに
含浸させた形態が最も好ましい。
【００４３】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、シートに含浸させて皮膚洗浄シートとすることができる
。シートとしては不織布を用いるのが好ましく、洗浄力、安定性、滑らかさ、洗浄後のし
っとり感の持続性の点から、セルロース含量が３０質量％以上の繊維からなり、密度が０
．０５～０．３ｇ／ｃｍ3であるものが好ましい。
　セルロース繊維としては、具体的には、コットン、レーヨンなどが挙げられ、滑らかな
肌触りである点から、コットンが好ましい。また、不織布は、肌感触の点から水流交絡法
により得られるものが好ましい。
　また、シートの改質のために疎水性繊維の混合が行われても良い。疎水性繊維としては
、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢ
Ｔ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）等のポリエステル系繊維が挙げら
れる。
【００４４】
　不織布は、含浸する皮膚洗浄剤組成物を保持し、シート材中での移動を抑制するために
、比較的高密度であることが好ましい。液が重力によって容易に下部のシートに移動しな
い点から、不織布の密度は０．０５ｇ／ｃｍ3以上が好ましく、一方で、含浸液がシート
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に滲み込みやすく、シートの使用感触を柔らかくする点から、０．３ｇ／ｃｍ3以下が好
ましい。液の移動抑制及び使用感のバランスより、不織布の密度は０．０７５～０．２５
ｇ／ｃｍ3がより好ましい。
【００４５】
　また、不織布の平均坪量（単位面積当たりの質量）は、拭いた時によれずに使い勝手が
良く、汚れが裏移りしない点から、４０ｇ／ｍ2以上が好ましく、積層時嵩高くならず、
しなやかな感触が得られる点から、１００ｇ／ｍ2以下が好ましい。不織布の平均坪量は
、使用時に扱いやすく、積層時も適度な嵩高さになるため、５０～８０ｇ／ｍ2がより好
ましい。
【００４６】
　不織布は、二種以上の不織布を重ね合わせ又は貼り合わせたシート材料であってもよい
。３層構造のものがより好ましい。
　また、不織布の形状は、人が手に取って使いやすい形状、大きさ及び厚さであることが
好ましく、例えば、一辺もしくは直径が５～２０ｃｍ程度の正方形、長方形、円形、楕円
が挙げられ、厚さは０．２～０．６ｍｍ程度が好ましい。
【００４７】
　不織布に対する皮膚洗浄剤組成物の含浸率は、洗浄力、さっぱり感、滑らかさ、安定性
、使用性の点から５０～１５００％が好ましく、３００～７００％がより好ましい。
【００４８】
　皮膚洗浄剤組成物をシートに含浸させるには、例えば、不織布に、皮膚洗浄剤組成物を
ノズルから滴下することにより塗布、あるいはスプレーし、その後放置してシート材料に
十分に含浸させることにより製造することができる。
【００４９】
　皮膚洗浄剤シートは、通常、一枚ずつ、もしくは複数枚を重ねて袋に密封して使用に供
することができる。使用時には、袋を開封し、中からシート状クレンジング材を一枚ずつ
取り出し、油性メイクアップ化粧料、水性メイクアップ化粧料の区別なく、メイクアップ
化粧料を除去したい部位に押し当て、メイクアップ化粧料を拭き取るようにして使用する
。これにより、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクに対しても高い洗浄
力を発揮することができる。
【００５０】
　本発明の皮膚洗浄剤シートは、積層シートの形態で長期間保存しても、含浸液の上下移
動が抑制され、組成も変化しないため、安定に品質を維持できる。
　上述した実施形態に関し、本発明は、更に以下の組成物を開示する。
【００５１】
＜１＞次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）２５℃で液状のエーテル油　　０．１～２５質量％、
（Ｂ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマー　　０．００３
～１質量％、
（Ｃ）３０℃における粘度が１５ｍＰａ・ｓ以下の炭化水素油　　１～３０質量％、
（Ｄ）水　　６０～９５質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））が、０．０５～
０．９である皮膚洗浄剤組成物。
【００５２】
＜２＞成分（Ａ）が、好ましくは、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジアルキル
エーテルであって、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテルがより好
ましい前記＜１＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜３＞成分（Ａ）が、好ましくは、オクチルエーテル、セチル－１，３－ジメチルブチル
エーテル、ジカプリリルエーテル、ジヘキシルエーテル、ジラウリルエーテルであって、
セチル－１，３－ジメチルブチルエーテル、ジオクチルエーテルがより好ましく、ジオク
チルエーテルがさらに好ましい前記＜１＞又は＜２＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
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＜４＞成分（Ａ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．５質量％以上であって、１
質量％以上がより好ましく、１０質量％以下が好ましく、６質量％以下がより好ましく、
また、成分（Ａ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．５～１０質量％であって、１
～６質量％がより好ましい前記＜１＞～＜３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００５３】
＜５＞成分（Ｂ）が、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共
重合体が好ましく、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体がより好ましい前記＜１
＞～＜４＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜６＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．０１質量％以上であって、
０．０５質量％以上がより好ましく、０．５質量％以下が好ましく、０．１質量％以下が
より好ましく、また、成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．０１～０．５
質量％であって、０．０５～０．１質量％がより好ましい前記＜１＞～＜５＞のいずれか
１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜７＞成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、好ましくは、０．０００１
以上であって、０．００１以上がより好ましく、０．０１以上がさらに好ましく、０．１
以下が好ましく、０．０８５以下がより好ましく、０．０７以下がさらに好ましく、また
、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、好ましくは、０．０００１～０
．１であって、０．００１～０．０８５がより好ましく、０．０１～０．０７がさらに好
ましい前記＜１＞～＜６＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００５４】
＜８＞成分（Ｃ）の炭化水素油が、好ましくは、３０℃における粘度が１５ｍＰａ・ｓ以
下であって、１～１０ｍＰａ・ｓがより好ましい前記＜１＞～＜７＞のいずれか１記載の
皮膚洗浄剤組成物。
＜９＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、５質量％以上であって、８質量
％以上がより好ましく、２５質量％以下が好ましく、１５質量％以下がより好ましく、ま
た、成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは、全組成中に５～２５質量％であって、８～１５
質量％がより好ましい前記＜１＞～＜８＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１０＞成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ））が、好ましくは
、０．０８以上であって、０．１以上がより好ましく、０．８以下が好ましく、０．４以
下がより好ましく、また、成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｃ）
）が、好ましくは、０．０８～０．８であって、０．１～０．４がより好ましい前記＜１
＞～＜９＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００５５】
＜１１＞成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）が、好ましくは、０．００１
以上であって、０．０１以上がより好ましく、０．０２以上がさらに好ましく、０．４５
以下が好ましく、０．２５以下がより好ましく、０．１５以下がさらに好ましく、また、
成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（Ｄ）が、好ましくは、０．００１～０．４
５であって、０．０１～０．２５がより好ましく、０．０２～０．１５がさらに好ましい
前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１２＞さらに、（Ｅ）ＨＬＢが９より大きい非イオン性界面活性剤を含有する前記＜１
＞～＜１１＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１３＞成分（Ｅ）が、好ましくは、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリ
コール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリ
コール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール、ソルビタ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマ
シ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油脂肪酸エステル、ポリオキシプロピレンポリグリ
セリルエーテル、ポリアルキルグリセリルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、アル
キルポリグルコシド、（ポリ）アルキルグリセリルエーテルであって、ポリグリセリン脂
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肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、アルキルポリグルコシ
ド、（ポリ）アルキルグリセリルエーテルがより好ましい前記＜１２＞記載の皮膚洗浄剤
組成物。
【００５６】
＜１４＞成分（Ｅ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．０００１質量％以上であ
って、０．００５質量％以上がより好ましく、０．０１質量％以上がさらに好ましく、３
質量％以下が好ましく、０．４９質量％以下がより好ましく、０．０４９質量％以下がさ
らに好ましく、また、非イオン性界面活性剤の含有量が、好ましくは、全組成中に０．０
００１～３質量％であって、０．００５～０．４９質量％がより好ましく、０．０１～０
．０４９質量％がさらに好ましい前記＜１２＞又は＜１３＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１５＞成分（Ａ）と成分（Ｅ）の質量割合（Ａ）／（Ｅ）が、好ましくは、０．１以上
であって、１以上がより好ましく、４０以上がさらに好ましく、２０００００以下が好ま
しく、６００以下がより好ましく、２００以下がさらに好ましく、また、成分（Ａ）と成
分（Ｅ）の質量割合（Ａ）／（Ｅ）が、好ましくは、０．１～２０００００であって、１
～６００がより好ましく、４０～２００がさらに好ましい前記＜１２＞～＜１４＞のいず
れか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１６＞さらに、（Ｆ）水溶性溶剤を含有する前記＜１＞～＜１５＞のいずれか１記載の
皮膚洗浄剤組成物。
【００５７】
＜１７＞成分（Ｆ）が、好ましくは、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコー
ル、イソプレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、ポリエチレングリコール２００
、ポリエチレングリコール４００、ポリエチレングリコール１０００、ポリエチレングリ
コール１５４０、ジプロプレングリコール、ポリプロピレングリコール（３）、ポリプロ
ピレングリコール（７）、ポリオキシプロピレン（９）ジグリセリルエーテルポリオキシ
プロピレン（１４）ジグリセリルエーテル、ポリオキシブチレンポリオキシエチレンポリ
オキシプロピレングリセリルエーテル（３Ｂ．Ｏ．）（８Ｅ．Ｏ．）（５Ｐ．Ｏ．）、ポ
リオキシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシドである前記
＜１６＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１８＞成分（Ｆ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、１質量％以上であって、３質
量％以上がより好ましく、５質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好ましく、
２５質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましく、また、成分（Ｆ）の
含有量が、好ましくは、全組成中に１～３５質量％であって、３～２５質量％がより好ま
しく、５～１５質量％がさらに好ましい前記＜１６＞又は＜１７＞記載の皮膚洗浄剤組成
物。
＜１９＞シートに含浸させることが好ましい前記＜１＞～＜１８＞のいずれか１記載の皮
膚洗浄剤組成物。
【００５８】
＜２０＞前記＜１＞～＜１８＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物を、シートに含浸さ
せた形態で使用することが好ましい皮膚洗浄シート。
＜２１＞シートは、好ましくは、不織布であって、セルロース含量が３０質量％以上の繊
維からなることがより好ましく、密度が０．０５～０．３ｇ／ｃｍ3であることが好まし
く、０．０７５～０．２５ｇ／ｃｍ3がより好ましい前記＜２０＞記載の皮膚洗浄シート
。
＜２２＞シートの不織布の平均坪量（単位面積当たりの質量）が、好ましくは、４０ｇ／
ｍ2以上であって、１００ｇ／ｍ2以下が好ましく、５０～８０ｇ／ｍ2がより好ましい前
記＜２０＞又は＜２１＞記載の皮膚洗浄シート。
＜２３＞シートの不織布が、好ましくは、二種以上の不織布を重ね合わせ又は貼り合わせ
たシート材料であって、３層構造のものがより好ましい前記＜２０＞～＜２２＞のいずれ
か１記載の皮膚洗浄シート。
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＜２４＞不織布に対する皮膚洗浄剤組成物の含浸率が、好ましくは、５０～１５００％で
あって、３００～７００％がより好ましい前記＜２０＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮
膚洗浄シート。
【実施例】
【００５９】
実施例１～７、比較例１～５
　表１に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、膜の形状、膜の均一性、ふき取り後の肌
のしっとり感の持続性、ふき取り後の肌が吸いつく感じの持続性及び油性マスカラに対す
る洗浄力を評価した。結果を表１に併せて示す。
【００６０】
（製造方法）
　容器に計量した成分（Ｄ）の水を入れ、ディスパー（１２００ｒｐｍ、１０分）で攪拌
しながら成分（Ｂ）を加えて溶液を調製した後、成分（Ａ）、成分（Ｃ）及びその他成分
を加え、ホモミキサーで撹拌し、皮膚洗浄剤組成物を製造した。ｐＨは５～７に、粘度は
１０００～２５００ｍＰａ・ｓの範囲に入るように調整した。なお、実施例７においては
、実施例１の皮膚洗浄剤組成物を所定の含浸率で不織布に滴下し、その後１日放置して不
織布に十分なじませることで、皮膚洗浄シートを製造した。
【００６１】
（評価方法）
（１）膜の形状：
　専門パネラー５名が、各液体皮膚洗浄剤組成物（実施例１～６、比較例１～５）０．１
ｇをガラスプレートに滴下してコットンでふき取るか、皮膚洗浄シート（実施例７）でガ
ラスプレートをふき取った後、１２時間静置したときに生じる膜を手で触り、以下の５段
階で評価し、５名の合計点で判定した。
５：しっとり吸い付く感じがする。
４：ややしっとり吸い付く感じがする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりしっとり吸い付く感じがしない。
１：しっとり吸い付く感じがしない。
【００６２】
（２）膜の均一性：
　専門パネラー５名が、各液体皮膚洗浄剤組成物（実施例１～６、比較例１～５）０．１
ｇをガラスプレートに滴下してコットンでふき取るか、皮膚洗浄シート（実施例７）でガ
ラスプレートをふき取った後、１２時間静置したときに生じる膜の形状について、以下の
５段階で目視評価し、５名の合計点で判定した。
５：非常に均一な外観を呈する。
４：ほとんど均一な外観を呈する。
３：どちらとも言えない。
２：やや不均一な外観を呈する。
１：不均一な外観を呈する。
【００６３】
（３）ふき取り後の肌のしっとり感の持続性：
　専門パネラー５名が、各液体洗浄剤組成物（実施例１～６、比較例１～５）１ｇを用い
て、ファンデーション（ソフィーナ　プリマヴィス　タリキッドファンデーション　オー
クル０５。以下の評価でも同じファンデーションを使用）を塗布した顔をマッサージして
コットンでふき取るか、皮膚洗浄シート（実施例７）で顔をふき取った後、２０℃４０％
ＲＨの部屋で３時間安静に過ごした後の肌のしっとり感について、以下の５段階で評価し
、５名の合計点で判定した。
５：しっとりする。
４：ややしっとりする。
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２：あまりしっとりしない。
１：しっとりしない。
【００６４】
（４）ふき取り後の肌が吸いつく感じの持続性：
　専門パネラー５名が、各液体洗浄剤組成物（実施例１～６、比較例１～５）１ｇを用い
て、ファンデーションを塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、皮膚洗浄シ
ート（実施例７）で顔をふき取った後、２０℃４０％ＲＨの部屋で３時間安静に過ごした
後、顔を手で触ったときの肌が吸いつく感じについて、以下の５段階で評価し、５名の合
計点で判定した。
５：吸いつく感じがする。
４：やや吸いつく感じがする。
３：どちらとも言えない。
２：あまり吸いつく感じがしない。
１：吸いつく感じがしない。
【００６５】
（５）油性マスカラに対する洗浄力：
　油性マスカラ（ウォータープルーフマスカラ）として、コーセー　スポーツ　ビューテ
ィ　ファシオ　パワーステイマスカラ（カールロング）ＢＫ００１（商品名）０．００５
ｇを、スライドガラス上で直径１．２cmの円状に均一塗布し、２時間放置して乾燥させた
。各液体洗浄剤組成物（実施例１～６、比較例１～５）約０．０５ｇで油性マスカラを指
でマッサージするように１０秒間軽くなでてから、コットンで拭き取りを行うか、皮膚洗
浄シート（実施例７）で油性マスカラを指でマッサージするように１０秒間軽くなでてふ
き取りを行い、マスカラの落ちについて、以下の５段階で評価し、５名の合計点で判定し
た。
５：マスカラが塗布した量の約５％以下残っていた。
４：マスカラが塗布した量の約５％より多く２０％以下残っていた。
３：マスカラが塗布した量の約２０％より多く５０％以下残っていた。
２：マスカラが塗布した量の約５０％より多く８０％以下残っていた。
１：マスカラが塗布した量の約８０％より多く残っていた。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
実施例８～１５、比較例６～１４
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　表２及び表３に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度及び平均粒径を測定し、実
施例１～７と同様にして、ふき取り後の肌のしっとり感の持続性、ふき取り後の肌が吸い
つく感じの持続性及び油性マスカラに対する洗浄力を評価するとともに、ふき取り直後の
さっぱり感及びしっとり感、保存後の使用感、厚み感、扱いやすさ、滑らかにふける感じ
を評価した。結果を表２及び表３に併せて示す。
【００６８】
（製造方法）
　容器に計量した成分（Ｄ）の水を入れ、ディスパー（１２００ｒｐｍ、１０分）で攪拌
しながら成分（Ｂ）を加えて溶液を調製した後、成分（Ａ）、成分（Ｃ）及びその他成分
を加え、ホモミキサーで撹拌し、皮膚洗浄剤組成物を製造した。ｐＨは５～７に、粘度は
１０００～２５００ｍＰａ・ｓの範囲に入るように調整した。実施例９～１５と比較例６
～１４は、皮膚洗浄剤組成物を所定の含浸率で不織布に滴下し、その後１日放置してシー
トに十分なじませることで皮膚洗浄シートを製造した。
【００６９】
（評価方法）
（１）粘度：
　シートに含浸させる前の皮膚洗浄剤組成物の粘度を、２５℃で、Ｂ型粘度計を用い、ロ
ーターＮｏ．２、６ｒｐｍ、１分の条件で測定した。
【００７０】
（２）平均粒径：
　シートに含浸させる前の皮膚洗浄剤組成物について、乳化粒子の粒子径を、レーザー回
折／散乱式粒度分布測定装置（ＨＯＲＩＢＡ社製、ＬＡ－９１０）を用いて、透過率７０
～９５％の濃度になるように水で希釈して測定し、平均粒径を算出した。
【００７１】
（３）ふき取り直後のさっぱり感：
　専門パネラー５名が、液体洗浄剤組成物（実施例８）１ｇを用いてファンデーションを
塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、各皮膚洗浄シート（実施例９～１５
、比較例６～１４）で顔をふき取った後、さっぱり感について、以下の５段階で評価し、
５名の合計点で判定した。
５：さっぱりする。
４：ややさっぱりする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりさっぱりしない。
１：さっぱりしない。
【００７２】
（４）ふき取り直後のしっとり感：
　専門パネラー５名が、液体洗浄剤組成物（実施例８）１ｇを用いてファンデーションを
塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、各皮膚洗浄シート（実施例９～１５
、比較例６～１４）で顔をふき取った後、しっとり感について、以下の５段階で評価し、
５名の合計点で判定した。
５：しっとりする。
４：ややしっとりする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりしっとりしない。
１：しっとりしない。
【００７３】
（５）保存後の使用感：
　液体洗浄剤組成物（実施例８）を１００mLのガラスビン（直径：約５ｃｍ、高さ：約８
ｃｍ、製造メーカー：東京ガラス社）に充填したものを、５０℃で４週間保存した後、上
部（液面から下５ｍｍの間）と下部（底面から上５ｍｍの間）の組成物を、それぞれ、ス
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ポイト（素材：ポリエチレン、容量２mL）で約１ｇ静かに吸い取り、専門パネラー５名が
上部と下部の液体洗浄剤組成物の使用感の差について、ファンデーションを塗布した顔を
マッサージしてコットンでふき取り、以下の５段階で評価した。また、各皮膚洗浄シート
（実施例９～１５、比較例６～１４）を４０枚積層してアルミ製のピローに密封し、５０
℃に４週間保存した。その後、保存品の最上部のシートと、最下部のシートを顔に使用し
て使い比べたとき、専門パネラー５名が使用感の差について、以下の５段階で評価し、５
名の合計点で判定した。
５：差がない。
４：あまり差がない。
３：どちらとも言えない。
２：やや差がある。
１：差がある。
【００７４】
（６）厚み感：
　専門パネラー５名が、液体洗浄剤組成物（実施例８）１ｇを用いて、ファンデーション
を塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、各皮膚洗浄シート（実施例９～１
５、比較例６～１４）で顔をふき取ったとき、厚み感について、以下の５段階で評価し、
５名の合計点で判定した。
　厚み感は、ふき取り時のシートの変形具合を示し、厚み感があるほうが肌にやさしくふ
きとれる。
５：厚み感がある。
４：やや厚み感がある。
３：どちらとも言えない。
２：あまり厚み感がない。
１：厚み感がない。
【００７５】
（７）扱いやすさ（液が垂れない）：
　専門パネラー５名が、液体洗浄剤組成物（実施例８）１ｇを用いて、ファンデーション
を塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、各皮膚洗浄シート（実施例９～１
５、比較例６～１４）で顔をふき取ったとき、扱いやすさについて、以下の５段階で評価
し、５名の合計点で判定した。
５：扱いやすい。
４：やや扱いやすい。
３：どちらとも言えない。
２：やや扱いにくい。
１：扱いにくい。
【００７６】
（８）滑らかにふける感じ：
　専門パネラー５名が、液体洗浄剤組成物（実施例８）１ｇを用いて、ファンデーション
を塗布した顔をマッサージしてコットンでふき取るか、各皮膚洗浄シート（実施例９～１
５、比較例６～１４）で顔をふき取ったとき、滑らかにふけるかについて、以下の５段階
で評価し、５名の合計点で判定した。
５：滑らかである。
４：やや滑らかである。
３：どちらとも言えない。
２：あまり滑らかではない。
１：滑らかではない。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
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(19) JP 5705912 B2 2015.4.22

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   19/10     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/02     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/02     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/37     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/37     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/20     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/20     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/18     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/18     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   1/66     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    1/66     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/43     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/43     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ  17/04     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ   17/04     　　　　        　　　　　

(72)発明者  山田　晃平
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内
(72)発明者  友國　敦史
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内

    審査官  松本　直子

(56)参考文献  特開２００６－２２４１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１９１４３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／００５４２２（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２０１０－２８０５９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－２０１６２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２４２３４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３０２４５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１４５８７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－６８９８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２２３４５４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－　　８／９９
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－　９０／００
              Ｃ１１Ｄ　　　１／００－　１７／０８
              Ａ４７Ｋ　　　７／００　　
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

